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感染対策に関する最新ニュース

　ここでCDCが報告しているムンプスのアウトブレイクを 3件紹介するが、発症
者の殆どにワクチン接種歴がある。
[ 1 ] 2 0 0 5年 7 月、ニューヨーク州郊外でのサマーキャンプにおいて、541人のキャ
　　ンパーおよびスタッフのうち31人がムンプスを発症した（発病率5.7%）。そ
　　の発症者の96%にワクチン接種の既往があった 4 ）。
[ 2 ] 2 0 0 9年 6 月、ニューヨーク州およびニュージャージー州において 1,521人の
　　ムンプス症例が報告された。このアウトブレイクでは、976人（88%）が少な
　　くとも 1回はムンプスを含んだワクチンをアウトブレイク前に接種していた。
　　そして、839人（75%）は 2回接種していた。殆どの症例が 7～ 18 歳であるが、
　　この年齢層については、93%が少なくとも 1回は接種されており、85%は 2回
　　接種されていた 5 ）。
[ 3 ] 2 0 1 1年 8 月、36,000人が在籍している大学において、ムンプスのアウトブレイ
　　クが発生し、29人が発症した。全員が大学に疫学的に関連しており、27人（93
　　%）が学生、1人が学生の濃厚接触者、1人がムンプスワクチン外来で勤務して
　　いた保健所スタッフであった。29人のなかの 22人（76%）に 2回のワクチンの
　　接種歴があった6 ）。

　ムンプスはインフルエンザよりも感染力が強い。感染力の物差しの一つとして
用いられている「基礎再生産率」（ 1人の感染者が、誰も免疫を持たない集団に加
わったとき、平均して何人に直接感染させるかという人数）がインフルエンザで
は1.71～2.0であるのに比較して 1，2 ） 、ムンプスでは 4～ 7である 3 ）。このよう
な強力な感染力ゆえに、アウトブレイクが発生している。ムンプスのアウトブレ
イクがあった場合、発症者の殆どにワクチンの接種歴がある。そうすると、「ワ
クチンを接種しているにも関わらず、ムンプスを発症している。むしろ、接種し
ていなかった人の方が接種していた人よりもムンプスを発症した人数が少ない。
ワクチンは無効なのだろうか？」などと考え込んでしまう人が多いのではないだ
ろうか？これについて考察してみたい。
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　接種率が高い集団においてムンプスのアウトブレイクが発生したとき、接種既往
のある人々の発症者の数が多い。しかし、これによってワクチンが無効であると解
釈してはならない 7 ）。ムンプス発症者の殆どがワクチン接種を受けた人々で発生
しているのは、曝露した人々の殆どに接種既往があるからである。
　ワクチンの効果を評価する方法は「接種された人々における発病率」を「接種し
ていない人々における発病率」と比較することによる。そのように比較すると、接
種率の高い集団でのアウトブレイクにおいては、ワクチンが接種されていない人々
（少数の人々）は、接種されたことのある人々（大多数の人々）よりもムンプスの
発病率が相当高いのが一般的である。
　例えば、1,000人の人々のなかでアウトブレイクが発生したとしよう。これら
1,000人のなかの950人がワクチンの 2回接種を受けており、50人が未接種であっ
たとする（接種率95%）［図1］。もし、未接種の人々のなかでの発病率が30%なら
ば、15人の未接種者が発症することになる。950人の接種者においては、発病率は
3%であろうから、29人の接種者が発症することになる。それ故、アウトブレイク
の期間にムンプスとなった44人の人々のなかの大多数（29人, 6 6%）がワクチンを
接種していることになる。これはワクチンが機能しなかったということを示すもの
ではない。単に、未接種の人がかなり少なかったために、未接種者での発症者が少
なかっただけである。仮に、1,000人のなかの誰も接種していなければ、アウトブ
レイクの規模は44人ではなく、300人ということになっていた［図 2］。このシナリ
オでは、ワクチンは 2回接種後ではムンプスを防ぐのに90%有効であり、それは未
接種の集団での発病率は 2回のワクチンを接種した集団での発病率よりも10倍高い
ことを意味するものである。ワクチンの有効性を計算するための公式は「（未接種
群での発病率―接種群における発病率）／未接種群での発病率」である。ワクチン
の 2回接種はムンプスを予防するのに88%（範囲：66～95%）であると推定され
ている 7 ）。
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